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第 11 日または第 13 日のセッション開始前に LID または溶媒が微量投与された。その結果、いずれの






た。これらの実験結果から、CeA は完了行動における対比効果の行動制御機構の 1 つである負の情動
の発生に関与している可能性が示唆されたと述べている。 
第 3 章では、扁桃体基底外側核（BLA）を、その領域に存在する神経細胞を破壊する
N-methyl-D-aspartate (NMDA)損傷法によって損傷した。第 2章同様の 3つの実験に加え、自動反応形
成とその消去も調べた。まず継時的負の対比実験（実験 4）においては、BLA、偽手術両群のうち各半
数のラットに 4％ショ糖液、残り半数に 32％ショ糖液をボトルから 3分間与え、連続する 10日間同様
の訓練を続けた後、第 11〜15日は全てのラットのリッキング溶液を４％ショ糖液にした。その結果偽




の対比は CeA停止（実験 1）同様に、BLA損傷によっても見られなくなった。 
自動反応形成とその消去実験（実験 5）では、まず全ての被験体がオペラント箱で 10日間の習得訓
練を受けた。1 セッション内で 10 試行が行われ、各試行ではオペラント箱内にレバーを 10 秒間提示
した後、ラットの反応とは関係なく餌ペレットを供給した。習得セッションの後、10日間の消去セッ
ションを行った。その結果、BLAはこれらの行動に顕著な寄与をしているとは認められなかった。 
予期的負の対比実験（実験 6）では実験 2 と同様、動物は毎日 2 回ショ糖液をリッキングした。最
























令和 2 年 1 月 20 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を
求め、関連事項について質疑応答を行い、学力の確認を行った。その結果、審査委員全員が合格と判
定した。 
よって、著者は博士（行動科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
 
